
満開のひまわり、笑顔であいさつ�

　このひまわりは、現在、北桧山町に在住の沖田和樹さんから毎年、図書�
館に種が送られているものです。沖田さんは５年前まで別海町に在住し、�
お世話になったお礼にとひまわりの種を送ってくれています。�
　種は６月に図書館の駐車場の花壇にまかれ、９月上旬、一斉に太陽に向�
かって花が咲き、図書館を訪れた人を笑顔で迎えていました。�

平成12年�
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一
日
一
日
を
大
切
に

本
中
が
大
論
争
を
展
開
し
、
大

揺
れ
に
揺
れ
た
「
介
護
保
険
制

度
」
が
ス
タ
ー
ト
し
て
六
ヵ
月
に
な
り

ま
す
。
も
う
、
秋
の
気
配
も
色
濃
く
冬

の
訪
ず
れ
も
感
じ
ら
れ
る
こ
ろ
と
な
り

ま
し
た
。

町
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
清
翠

園
」（
施
設
長
楢
山
満
夫
）
で
は
、
こ
の

介
護
保
険
制
度
の
趣
旨
に
基
ず
き
、
全

職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
「
満
足
し
て
い

た
だ
け
る
サ
ー
ビ
ス
」
向
上
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

こ
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
六

十
五
歳
以
上
の
お
年
寄
り
が
、
身
体
上

の
障
害
や
精
神
上
の
理
由
に
よ
り
入
所

す
る
、
町
の
重
要
施
設
の
一
つ
で
す
。

特
に
施
設
が
力
を
入
れ
て
い
る
の
は
、

優
し
さ
と
、
親
切
を
モ
ッ
ト
ー
に
常
に

い
た
わ
り
の
気
持
で「
優
し
い
心
」「
優

し
い
言
葉
」「
優
し
い
手
」「
優
し
い

態
度
」
で
介
護
に
当
た
る
こ
と
で
す
。

幸
せ
を
第
一
に
考
え
、
お
年
を
召
さ
れ
、

他
人
の
お
世
話
に
な
る
よ
う
に
な
り
ま

す
と
、
人
の
優
し
さ
、
親
切
が
一
番
う

れ
し
い
と
思
う
か
ら
で
す
。

ホ
ー
ム
に
は
、
八
十
六
名
が
入
所
さ

れ
、
ほ
か
に
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
が
八
床

あ
り
、
入
所
者
は
み
ん
な
仲
良
く
、
毎

日
楽
し
い
生
活
を
送
っ
て
お
り
ま
す
。

第
一
回
目
の
介
護
認
定
で
は
、
要
支

援
が
六
名
、
要
介
護
１
が
十
六
名
、
要

介
護
２
が
九
名
、
要
介
護
３
が
十
五
名
、

要
介
護
４
が
二
十
一
名
、
要
介
護
５
が

十
七
名
の
方
々
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

日�

「一日一日を大切に」ほがらかで明るい入所者
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プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と

人
権
を
尊
重

護
給
付
費
は
、
要
支
援
の
七
、

九
六
〇
円
（
一
日
当
た
り
）
か

ら
要
介
護
５
の
九
、
七
四
〇
円
（
同
）

で
す
。
そ
の
ほ
か
に
基
本
給
食
サ
ー
ビ

ス
費
と
し
て
一
日
二
、
一
二
〇
円
な
ど

の
加
算
が
あ
り
ま
す
。
入
所
者
の
負
担

は
介
護
給
付
費
の
一
割
（
四
月
一
日
以

前
に
入
所
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
五

年
間
に
限
り
、
減
額
措
置
有
り
）
で
、

食
事
に
つ
い
て
は
所
得
に
応
じ
て
、
一

日
に
つ
き
無
料
か
ら
七
六
〇
円
の
負
担

と
な
り
ま
す
。
九
月
十
五
日
現
在
で
、

二
十
二
名
の
方
が
入
所
を
待
機
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

ホ
ー
ム
に
は
、
生
活
相
談
員
、
ケ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ヤ
、
看
護
婦
、
介
護
員
、
栄

養
士
な
ど
の
専
門
の
職
員
が
い
て
計
画

的
に
入
浴
、
排
せ
つ
、
食
事
等
の
介
助
、

介
護
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
日
常
の
生

活
上
の
世
話
、
機
能
訓
練
、
医
師
に
よ

る
診
察
を
行
い
、
自
立
支
援
の
た
め
の

各
種
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
ゲ
ー
ム
、

ク
ラ
ブ
活
動
、
音
楽
リ
ハ
ビ
リ
、
買
物

ツ
ア
ー
、
食
事
ツ
ア
ー
、
パ
チ
ン
コ
大

会
、
運
動
会
、
誕
生
会
、
茶
会
、
敬
老

会
な
ど
、
常
に
楽
し
み
と
生
き
が
い
、

毎
日
の
目
標
づ
く
り
に
重
点
を
置
い
た

運
営
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

安
全
で
快
適
な
生
活
の
た
め
に
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
と
人
権
を
守
り
、
公
平
な
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
に
苦
心
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
施
設
の
運
営
に
当
た
り
ま
し
て

は
、
ご
家
族
の
方
々
の
暖
か
い
ご
理
解

と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
多
く

の
個
人
、
団
体
の
み
な
さ
ま
方
の
善
意
、

ご
奉
仕
、
慰
問
等
に
支
え
ら
れ
て
お
り

ま
す
こ
と
に
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。

介�

「遊ビリティ」の風船バレー

「おふくろクラブ」のホットケーキ作り
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九
月
十
六
日
、
十
七
日
の
二
日
間
、
町
の
一

大
行
事
第
三
十
一
回
別
海
町
産
業
祭
が
、
農
村

広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
乳
製
品
や
水
産
物
、
野
菜
の
即
売
、

福
祉
施
設
の
手
芸
、
木
工
品
な
ど
の
バ
ザ
ー
も

人
気
を
集
め
た
ほ
か
、
チ
ャ
ン
チ
ャ
ン
焼
き
や

ジ
ャ
ン
ボ
ハ
ン
バ
ー
グ
、
牛
乳
料
理
の
試
食
、
ま
た
、

べ
つ
か
い
牛
乳
な
ど
が
無
料
で
ふ
る
ま
わ
れ
る
な
ど
、

町
内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
人
が
訪
れ
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

十
六
日
は
あ
い
に
く
の
雨
の
な
か
、
郷
土
芸
能
太
鼓
や

吹
奏
楽
の
演
奏
、
子
供
た
ち
に
よ
る
「
ス
ト
ラ
イ
ク
・

ア
ウ
ト
大
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

十
七
日
は
、
時
折
雨
の
ふ
る
な
か
家
族
づ
れ
な
ど
た

く
さ
ん
の
人
が
訪
れ
、
子
供
に
人
気
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

シ
ョ
ー
や
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
踊
り
、
乗
馬
体
験
な
ど

多
彩
な
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
恒

例
の
、
四
人
一
組
で
ト
ロ
ッ
タ
レ
ー
ス
用
の
馬
車
を
引

く
「
人
間
け
い
が
レ
ー
ス
」
に
は
、
力
走
す
る
選
手
に

場
内
か
ら
声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
に

も
、
二
日
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
馬
事
競
技
大
会
に

は
、
町
内
外
か
ら
大
勢
の
馬
事
フ
ァ
ン
が
お
し
よ
せ
、

人
馬
一
体
の
迫
力
あ
る
レ
ー
ス
に
熱
中
す
る
な
ど
、
秋

の
日
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
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NEWSまちのできごと�まちのできごと�

町
民
誰
も
が
気
軽
に
農
水
産

物
を
持
ち
寄
り
加
工
や
研
修
、

体
験
が
で
き
る
「
別
海
町
農
漁

村
加
工
体
験
施
設
」
が
九
月
一

日
、
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

こ
の
施
設
は
、
産
業
祭
な
ど

が
行
わ
れ
る
農
村
広
場
横
に
建

て
ら
れ
、
鉄
骨
平
屋
造
、
八
百

九
十
三
平
方
メ
ー
ト
ル
、
総
事

業
費
二
億
九
千
八
百
万
円
（
う

ち
国
の
補
助
二
億
六
千
万
円
）。

施
設
で
は
、
四
十
人
が
入
れ

る
研
修
室
や
、
そ
ば
や
ハ
ム
、

味
噌
や
薫
製
な
ど
を
造
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

佐
野
町
長
は
「
郷
土
の
食
文
化

の
伝
承
を
は
じ
め
、
人
と
物
の
交

流
、
相
互
理
解
を
深
め
、
来
年
度

完
成
す
る
酪
農
工
場
と
と
も
に
、

食
文
化
の
拠
点
に
位
置
づ
け
る
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

施
設
の
利
用
は
無
料
、
材
料
は

持
参
。

毎
週
水
曜
日
は
定
休
日

（
1
９
―
５
３
３
０
）

毎
年
五
月
は

「
川
を
考
え
る
月
間
」

九
月
一
日
、
毎
年
五
月
を
「
川

を
考
え
る
月
間
」
に
指
定
す
る
宣

言
の
集
い
が
酪
農
会
館
で
開
か
れ

ま
し
た
。

集
い
に
は
、
関
係
団
体
・
関
係

者
百
人
が
集
ま
り
、
奥
田
政
次
郎

助
役
が
「
植
樹
活
動
、
清
掃
活
動

が
展
開
さ
れ
、
川
を
育
て
る
気
運

が
高
ま
っ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
清

流
を
取
り
戻
す
た
め
に
、
町
民
の

意
識
高
揚
の
推
進
を
図
る
」
と
宣

言
文
を
読
み
上
げ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
今
ま
で
ど
お
り

植
樹
・
清
掃
を
行
い
、
各
施
設
に

清
流
貯
金
箱
を
設
置
し
、
町
民
全

員
の
協
力
を

募
る
活
動
を

し
て
い
き
ま

す
。

健
康
で
楽
し
く
生
き
る
た
め
に

グ
レ
ー
ド
の
高
い
か
ら
だ
づ
く
り

「
〜
安
心
し
て
年
を
か
さ
ね
る

た
め
に
〜
」
を
テ
ー
マ
に
九
月
十

日
、
中
央
公
民
館
で
第
十
一
回
健

幸●

カ
ー
ニ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
町
が
取
り
組
ん
で
い
る
「
健

康
、
保
健
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
推

進
し
よ
う
と
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
体
の
ゆ
が
み
が
わ

か
る
足
裏
検
査
や
骨
粗
鬆
症
検
査
、

エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
検
査
、
体
力

測
定
な
ど
の
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら

れ
、
訪
れ
た
人
た
ち
は
真
剣
に
健

康
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
し

た
。
家
族
そ
ろ
っ
て
健
康
管
理
の

大
切
さ
を
考
え
る
一
日
を
過
ご
し

ま
し
た
。

郷土の食文化の伝承の場に
別海町農漁村加工体験施設
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開
拓
の
歴
史
を
感
じ
る

駅
逓
祭

九
月
十
日
、
第
十
回
奥
行
臼
駅

逓
祭
が
同
駅
逓
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
駅
逓
は
明
治
四
十
三
年
十
月

に
開
設
さ
れ
、
開
拓
当
時
の
姿
を

残
す
貴
重
な
歴
史
遺
産
と
し
て
、

昭
和
五
十
七
年
に
町
指
定
文
化
財

に
指
定
。
平
成
六
年
に
は
道
指
定

有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
昭
和

六
十
年
か
ら
当
時
の
家
財
道
具
や

食
器
な
ど
を
展
示
し
、
資
料
館
と

し
て
一
般
開
放
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
町
内
外
か
ら
訪
れ
た

親
子
連
れ
で
に
ぎ
わ
い
、
昔
懐
か

し
い
イ
モ
ダ
ン
ゴ
や
せ
ん
べ
い
焼

き
な
ど
の
食
べ
物
コ
ー
ナ
ー
や
、

丸
太
切
り
や
石
臼
ひ
き
の
体
験
コ

ー
ナ
ー
も
あ
り
、
訪
れ
た
人
た
ち

は
開
拓
の
歴
史
を
学
び
な
が
ら
楽

し
い
一
日
を
す
ご
し
ま
し
た
。

女
性
ス
ポ
ー
ツ
大
会

八
月
二
十
七
日
、
陸
上
競
技
場

で
第
三
十
二
回
別
海
町
女
性
ス
ポ

ー
ツ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
町
女
性
団
体
連
絡

協
議
会
（
会
長
　
今
西
良
美
）
主

催
で
行
わ
れ
、
農
協
、
漁
協
、
町

内
の
婦
人
部
六
チ
ー
ム
約
四
百
人

が
参
加
。
体
力
の
増
進
、
親
睦
の

も
と
に
豊
か
な
社
会
づ
く
り
に
貢

献
す
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
開
か

れ
て
い
ま
す
。

大
会
で
は
、
風
船
を
膨
ら
ま
し

て
お
尻
で
割
る
「
血
圧
測
定
」
や

力
自
慢
が
集
ま
る
「
綱
引
き
」
な

ど
七
種
目
で
争
わ
れ
、
参
加
し
た

女
性
は
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
、

笑
い
の
絶
え
な
い
一
日
を
過
ご
し

ま
し
た
。

伊
藤
　
吉
男
さ
ん

明
治
四
十
三
年

八
月
三
十
日
生

別
海
９
９
の
２
８

沼
崎
　
忠
吉
さ
ん

明
治
四
十
三
年

九
月
五
日
生

西
春
別
３
５
５
の
１
８

町
内
在
住
で
九
十
歳
に
な
る
方

を
祝
う
「
別
海
町
長
寿
賞
」
を
、

次
の
方
々
が
受
賞
し
、
長
寿
賞
と

記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

全国高等学校定時制通信制バレーボール大会が、８月16
日から18日まで東京体育館で行われ、準優勝に輝きました。
昨年に引き続き決勝戦に進出した別海高校酪農科女子バ

レーボール部は、宿敵の天理高校と対戦し、フルセットの
すえ惜しくも敗れ、２年連続の全国制覇の夢はなりません
でした。
同大会には、「東京・別海ふるさと会」の会員15名と友好

都市の縁で交流している「首都圏ふるさと塩江会」の会員
３名が駆けつけ熱い声援を送りました。試合後、ふるさと
会の真壁会長は「負けたとはいえ、立派な戦いぶりに感動
しました。胸を張って凱旋して下さい」と健闘を讚えまし
た。

別海、惜しくも準優勝
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20年前のあの懐かしい
全日本女子バレーボールチームと交流試合

町民体育館開館20周年記念事業

町民の体育スポーツ活動の拠点として定着している別海町総合スポーツセンターの中心施設である「町民体
育館」は、町広報６月号でお知らせしました通り、今年５月で開館20周年を迎えました。このことを記念して、
当時落成記念に招へいした横山樹理選手等モスクワオリンピック出場を目指していた、全日本女子バレーボー
ルチームの別海合宿の皆さんの中から、６名の懐かしい元選手をご招待して、20周年の節目の記念事業に花を
添えていただくこととなりました。町民の皆さんの多数の応援をお願いいたします。

別海町民体育館開館20周年記念「女子バレーボール交流試合」
○期日／11月18日g 午後２時～４時30分
○場所／町民体育館
○参加予定チーム／
元全日本女子バレーボールチーム、別海ママさん
チーム、西春別駅前チーム、教職員女子チーム、
別海高校酪農科女子チーム

◎元全日本女子バレーボールチーム招待選手
○元監督　小島孝治（現日本バレーボール協会副　　

会長）
○元コーチ　西村良孝（大阪市）
○元選手　横山樹理（現西川）北九州市直方市・

石川嘉江（現黒沢）埼玉県浦和市・水原理枝子（現伊藤）東京都立川市・広瀬美代子（現中
島）名古屋市・清水睦子（現藤田）静岡県湖西市・池知昌代（現竹島）名古屋市

『子育てホットライン』電話相談開設
近年、子ども達を取り巻く生活環境の変化や核家族化、少子化等に伴い、家庭における子育てでお悩みの保

護者の方もいらっしゃるのではないかと思います。別海町教育委員会では、そうした子育てにかかわる悩みに
ついて保護者の皆さんが気軽に、しかも身近にご相談をしていただく窓口として、町立幼稚園長室、小・中学
校の校長室の直通電話を活用して『子育てホットライン』を開設することになりました。
この電話相談は基本的には幼稚園長、小・中学校長が対応します。どんなささいなことでもお一人で悩まず

に、どうぞ気軽にご相談してください。
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆お気軽にご利用ください ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

◎開設期間／平成12年10月１日より（但し、土・日曜日、祝祭日を除く）
◎開設時間／午前９時～午後４時まで
◎相談員／各幼稚園、小・中学校の園長・校長
◎相談対象／各幼稚園に在園している幼児の保護者。各小・中学校に在学している児童、生徒の保護者。

上杉前町長に激励を受ける当時の全日本チーム

　学　校　名　　　　電話番号　　  相談員（校長・園長）�
中西別幼稚園　　５－６６０４　　畑　中　　　稔�
上西春別幼稚園　　７－２６５３　　武　田　和　雄�
野 付 幼 稚 園　　６－２８３６　　b　橋　正　昭�
別 海 小 学 校　　５－８１３６　　久　保　英　樹�
野 付 小 学 校　　６－２０２６　　佐々木　誠　司�
中春別小学校　　６－２０５１　　川　原　和　一�
美 原 小 学 校　　６－２１２０　　山　形　　　猛�
豊 原 小 学 校　　６－２０５８　　宇佐美　ウミエ�
別海中央小学校　　５－２３３９　　鈴　木　正　弘�
上風連小学校　　５－７１０５　　塙　　　文　彦�
中西別小学校　　５－６８２５　　二　瓶　忠　史�
上春別小学校　　５－６８２３　　池　田　　　勝�

　学　校　名　　　　電話番号　　  相談員（校長・園長）�
西春別小学校　　７－２３７２　　石　田　和　仁�
上西春別小学校　　７－２０５８　　羽　田　　　隆�
光進小中学校　　７－３８９３　　渡　辺　智　能�
別 海 中 学 校　　５－８３０５　　鈴　木　　　猛�
野 付 中 学 校　　６－２１１２　　池　田　一　昭�
中春別中学校　　６－２２８５　　西　亦　康　雄�
別海中央中学校　　５－１１２３　　楠　瀬　　　功�
上風連中学校　　５－７３４０　　中　村　昭　紀�
中西別中学校　　５－６８３０　　冨　樫　和　雄�
上春別中学校　　５－６８１７　　石　川　榮　二�
西春別中学校　　７－２０７３　　青　山　信　一�
上西春別中学校　　７－３２４６　　小　出　伸　史�

子育て�
ホットライン�
開設校（園）�
一覧�
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※9月13日　町民保健センターで撮影　（　）内は保護者名�

６ヵ月健診－�

8

10月診療案内�
町立別海病院�

問い合わせ�
町立別海病院総務係  1５ー2311（内線201）�

10

前田　　奏ちゃん�
（博幸）�

大野　聖佳ちゃん�
（順也）�

きよ  か�かなで�

坂本　清成くん�
（清一）�

岡野　勝治くん�
（健一）�

かつ  じ�きよなり�

だい  き�

石井　大樹くん�
（修一）�

　　　　　小児神経外来�

10月13日f�

　　　担当医師　札幌医大　舘　延忠助教授�

�

　　　　　耳 鼻 咽 喉 科�

10月10日c�

　　　担当医師　札幌医大　上村　正見医師�

10月23日b～10月24日c午前�

　　　担当医師　札幌医大　坪田　　大医師�

�

　　　　　脳 神 経 外 科�

10月18日d午前�

担当医師　道小児センター　高橋　義男医師�

�

　　　　　皮　　膚　　科�

10月５日e～10月６日f午前�

　　　担当医師　札幌医大　近藤　靖児医師�

10月19日e～10月20日f午前         �

　　　担当医師　札幌医大　南辻　泰志医師�

　※10月５日e及び10月19日eの午前の診�

　　療は、10時30分から開始します。�

�

　　　　　外科・整形外科�

　外科診療は毎日、午前のみ診療しています。�

整形外科診療は毎日、午後のみ診療していま�

す。薬は、診療時だけしか処方せんが出ませ�

んので注意願います。�

�

　　　 携帯電話の使用について�

　携帯電話は、病院内の医用電気機器に影響�

を及ぼす場合がありますので、病院内では電�

源を切ってください。�
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11月の保健業務予定�
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れん� め　い�

佐伯　　蓮くん�
（竜）�

斉藤　芽衣ちゃん�
（智）�

る　い� あや�

木村　流唯ちゃん�
（太一）�

長田　　文ちゃん�
（勉）�

藤本日菜子ちゃん�
（純二）�

久保　亮輔くん�
（修二）�

りょうすけ�ひ　な　こ�

問い合わせ／町民保健センター（15-0359）�

日�曜日� 予定内容� 場　　所� 時　　間�

6�

〃�

7�

〃�

8�

9�

10�

14�

〃�

15�

16�

〃�

17�

〃�

20�

〃�

21�

27�

28�

29�

30�

〃�

月�

〃�

火�

〃�

水�

木�

金�

火�

〃�

水�

木�

〃�

金�

〃�

月�

〃�

火�

月�

火�

水�

木�

〃�

10：00～14：30�

10：00～16：00�

10：00～11：30�

13：00～15：00�

11：00～11：30�

12：30～13：00�

11：00～14：30�

12：30～13：00�

13：00～15：00�

10：00～11：30�

10：00～14：00�

11：00～14：00�

11：00～14：00�

11：00～14：00�

10：00～16：00�

13：00～15：00�

12：30～13：00�

９：30～11：00�

10：00～11：30�

９：30～11：30�

９：30～11：30�
13：00～15：30�

12：30～13：00

町民保健センター�

町民保健センター�

西春別ふれあいセンター�

母子健康センター�

町民保健センター�

町 立 別 海 病 院�

町民保健センター�

町民保健センター�

母子健康センター�

町民保健センター�

町民保健センター�

団 地 セ ン タ ー�

上春別地域センター�

西 公 民 館�

町民保健センター�

走古丹地域センター�

町民保健センター�

中 西 別 福 祉 館�

母子健康センター�

尾岱沼地域センター�

町民保健センター�

町 立 別 海 病 院�

乳 幼 児 相 談�

健 康 相 談 �

乳 幼 児 相 談�

母 親 教 室�

いい歯の子表彰�

４ ヵ 月 健 診�

別 海 農 協 地 区�
食生活改善講座�

１ 才 半 健 診 �

母 親 教 室 �

1才3ヵ月歯みがき教室�

別 海 市 街 地 区�
食生活改善講座�

中 春 別 地 区�
食生活改善講座�

上 春 別 地 区�
食生活改善講座�

西 春 別 地 区�
食生活改善講座�

健 康 相 談 �

地 区 健 康 相 談 �

３ 才 児 健 診 �

フ ッ 素 塗 布 �

母 親 教 室 �

フ ッ 素 塗 布 �

フ ッ 素 塗 布 �

４ ヵ 月 健 診�
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伝言板�伝言板�お知らせ�お知らせ�
別海町役場  5-2111�
西春別支所  7-2131　尾岱沼支所（01538）6-2166�
上風連出張所  5-7326　上春別出張所  5-6011�
�

別海町役場  5-2111�
西春別支所  7-2131　尾岱沼支所（01538）6-2166�
上風連出張所  5-7326　上春別出張所  5-6011�
�

ご
み
処
理
場
か
ら
の
お
願
い

先
日
、
別
海
町
ご
み
処
理
場
の
不
燃

物
を
処
理
す
る
破
砕
処
理
施
設
で
爆
発

事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。
幸
い
働
い
て

い
る
作
業
員
に
怪
我
が
な
く
、
破
砕
処

理
機
械
に
大
き
な
破
損
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

爆
発
物
は
破
砕
機
械
内
部
で
爆
発
し

た
た
め
、
爆
発
物
の
特
定
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
ス
プ
レ
ー
容
器
と
卓
上
用
ガ
ス

ボ
ン
ベ
の
破
片
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。

※
ス
プ
レ
ー
容
器
等
は
使
い
切
る
か
、

中
身
が
入
っ
て
い
る
場
合
は
、
カ
ン
に

穴
を
開
け
て
中
身
を
出
し
て
か
ら
燃
え

な
い
ご
み
と
し
て
出
し
て
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
町
民
生
活
係

（
内
線
２
９
６
）

町
民
交
通
傷
害
保
険
へ
の

加
入
に
つ
い
て

悲
惨
な
交
通
事
故
が
依
然
と
し
て
多

発
し
て
お
り
、
町
民
が
い
つ
で
も
事
故

に
遭
う
危
険
が
あ
り
ま
す
。

交
通
事
故
に
よ
る
被
害
者
や
そ
の
家

族
の
救
済
措
置
と
し
て
、
定
額
の
掛
金

で
加
入
で
き
る
町
民
交
通
傷
害
保
険
の

加
入
申
し
込
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

町
民
全
員
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

◇
交
通
安
全
は
家
族
か
ら

◯
保
険
期
間
／
平
成
十
二
年
十
月
一
日

〜
平
成
十
三
年
九
月
三
十
日

◯
保
険
料
／
一
人
一
口
四
百
八
十
円

（
一
年
分
）、
一
人
二
口
ま
で
加
入
可

◯
申
し
込
み
／
役
場
交
通
防
犯
係
、
支

所
・
出
張
所

問
い
合
わ
せ
／
交
通
防
犯
係

（
内
線
２
９
７
）

十
月
十
五
日
〜
三
十
一
日

秋
の
火
災
予
防
運
動
実
施

空
気
が
乾
燥
し
、
非
常
に
火
災
が
発

生
し
や
す
い
時
季
で
す
。
屋
外
で
ゴ
ミ

焼
き
や
落
ち
葉
焼
き
な
ど
は
極
力
避
け

て
下
さ
い
。

更
に
暖
房
機
な
ど
を
使
用
す
る
時
季

を
迎
え
、
何
カ
月
間
も
使
っ
て
い
な
か

っ
た
暖
房
機
の
中
に
は
、
ほ
こ
り
や
燃

料
な
ど
が
溜
ま
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
使
用
前
に
は
点
検
、
整
備

を
行
っ
て
下
さ
い
。

火
災
を
防
ぐ
た
め
、
次
の
こ
と
を
守

り
ま
し
ょ
う
。

①
暖
房
機
器
（
具
）
の
点
検
、
整
備
を

実
施
す
る
。

②
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、
そ
の
場

を
離
れ
な
い
。

③
風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火
を
し
な

い
。

④
子
供
に
は
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
で
遊

ば
せ
な
い
。

⑤
電
気
器
具
は
正
し
く
使
い
、
た
こ
足

配
線
は
し
な
い
。

⑥
寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
を

し
な
い
。

﹇
九
月
十
五
日
現
在
の
火
災
件
数
﹈

◯
四
件
（
昨
年
十
六
件
）

今
年
は
こ
の
件
数
が
こ
れ
以
上
増
え

な
い
よ
う
町
民
の
皆
様
の
ご
注
意
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

「
火
を
つ
け
た
　
あ
な
た
の
責
任
　
最

後
ま
で
」（
全
国
統
一
防
火
標
語
）

別
海
消
防
署

子育て相談のご案内�
　子育てに悩んでいる方・子育てを通し�
て家族関係で困っている方・又、もっと�
子育てを楽しみたい方など、お気軽にご�
相談ください。�
　子育ての専門家が丁寧にアドバイスし�
ます。�

◯日　時／11月17日（金）予約制�
◯場　所／保健センター�
◯相談員／道立太陽の国　寺田憲夫氏�
申し込み・問い合わせ／�
　保健センター母子保健係（15-0359）

フリーマーケット�
参加募集�

　「ねむろエコハーモニー�
in らうす」では、フ�
リーマーケットの参�
加を募集します。�
　家庭で眠っている�
衣類、食器、おもちゃ、本等をリサイク�
ルしませんか。�
◯募集数／32区画�
　　　　（１区画／横３ｍ×縦2.5ｍ）�
◯参加料／無料�
※申し込み数が多かった場合は、抽選を�
　行います。�
◯日時／11月19日a 午前11時～午後4時�
◯場所／羅臼町公民館�
応募・問い合わせ／�
　根室支庁環境生活課環境保全係�
　　　　　（101532-3-6131  内線2971）�
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排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
資
格

登
録
更
新
の
お
知
ら
せ

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
資
格
の

有
効
期
間
は
四
年
間
で
あ
り
、
資
格
登

録
者
は
四
年
毎
に
資
格
登
録
更
新
の
手

続
き
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

更
新
対
象
者
に
は
、
資
格
登
録
更
新

実
施
案
内
及
び
申
込
書
等
を
後
日
送
付

し
ま
す
の
で
、
定
め
ら
れ
た
期
間
中
に

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◯
更
新
対
象
者
／
平
成
八
年
度
に
当
該

試
験
に
合
格
し
た
方
、
又
は
切
り
替
え

講
習
を
受
け
た
方
で
、
市
町
村
が
定
め

た
期
間
内
に
登
録
の
手
続
き
を
行
っ
た

方
。

◯
受
付
期
間
／
平
成
十
三
年
一
月
十
五

日
（
月
）
〜
二
十
四
日
（
水
）。
た
だ
し

土
・
日
曜
日
は
除
く

◯
更
新
方
法
／
手
続
き
を
終
了
後
、
更

新
用
テ
キ
ス
ト
を
配
付
し
ま
す
。

◯
手
数
料

¡

更
新
手
数
料
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

三
千
円

¡

資
格
認
定
証
交
付
等
手
数
料

二
千
五
百
円

※
申
込
場
所
に
つ
い
て
は
実
施
案
内
を

参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
下
水
道
課
管
理
係

（
内
線
３
５
２
）

「札幌・別海ふるさと会」�
交流ツアー参加者募集�

�

「札幌・別海ふるさと会」�
交流ツアー参加者募集�

�　９月号で第一報をお知らせ致しましたが、日程等が次�
のとおり決定致しました。�
　この機会にぜひ交流の輪を広げてみませんか。�
◯期日／10月31日c～11月２日e�
◯交通機関／貸し切りバス（定員に満たないときは変更）�
◯費用／２万７千円程度（交流会費含む）◯定員／40名�
◯交流会日時／11月１日d　午後６時～�
◯交流会会場／札幌パークホテル　◯交流会費／５千円�
◯締切／10月20日f�
　詳細・問い合わせ／商工観光課（内線470～473）�
�

　造林地の野ねずみ防除対策（平成12�
年度森林保護事業）として、ヘリコプ�
ターによる殺そ剤の空中散布を実施ま�
すので、ご理解ご協力をお願いします。�

◯日程／�
　¡１回目／10月24日c�
　¡２回目／11月20日b～22日d�
　（天候により変更する場合があります）�
◯区域／町内の町有林、民有林�
◯薬剤／リン化亜鉛1.0％含有殺そ剤�
　　　（本薬剤は、毒物及び劇物取締�
　　　　法による指定から除外された�
　　　　もので、北海道防除実施基準�
　　　　に基づき実施いたします）�
※10月24日から11月27日までは町有林�
　の入林を禁止いたしますので、ご了�
　知願います。�
　　問い合わせ／林務係（内線305）�

超�
初心者�
限定�

パソコン講習会のお知らせ�パソコン講習会のお知らせ�
　過去２回ご好評いただきましたパソコンの電源の入れ方�
から始めるパソコン初心者の講習会を下記の日程で行います。�
ぜひ参加してください。�

◯内容／超初心者（マウスに触れたことのない方対象）�
　　　　¡コンピューターの簡単なしくみ�
　　　　¡コンピューターが動かない�
　　　　¡マウスで絵を描いてみよう�
　　　　¡マウスでインターネット�
◯時間／１時間30分程度�
◯日時／10月15日a Ａ－15：00～　Ｂ－19：00～�
◯定員／各コース16名　◯参加料／500円�
◯場所／マルチメディア館　◯締切／10月13日fまで�
◯問い合わせ・申し込み／�
　マルチメディア館　TEL 5-1191、FAX 5-1193�
　　主催／チャメス�
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十
月
は
道
税
の

納
税
推
進
強
調
月
間
で
す

道
で
は
、
十
月
を
「
納
税
推
進
強
調

月
間
」
と
し
て
、
自
動
車
税
に
重
点
を

お
き
、
滞
納
整
理
の
促
進
に
努
め
ま
す
。

自
動
車
税
は
、
毎
年
四
月
一
日
現
在

の
自
動
車
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
、
五

月
三
十
一
日
ま
で
に
納
め
て
い
た
だ
く

道
税
で
す
。

道
税
は
、
住
み
良
い
地
域
社
会
を
作

る
た
め
の
貴
重
な
財
源
で
す
。
み
な
さ

ん
の
暮
ら
し
を
支
え
る
道
税
の
納
税
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
根
室
支
庁
納
税
係

（
1
０
１
５
３
２
―
４
―
５
４
４
０
）

ふ
る
さ
と
の
ま
ち
づ
く
り
・

人
づ
く
り
を
応
援
し
ま
す

根
室
支
庁
及
び
教
育
局
で
は
、
地
域
の

特
色
を
生
か
し
た
産
業
・
文
化
の
振
興

や
、
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
地
域
住
民
の

健
康
づ
く
り
や
社
会
教
育
活
動
な
ど
を

実
施
す
る
団
体
に
事
業
経
費
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。（
第
二
次
募
集
）

◯
補
助
率
／
補
助
対
象
経
費
の
二
分
の

一
以
内

◯
補
助
金
額

¡

「
地
域
政
策
補
助
金
（
ソ
フ
ト
分
）」

十
万
円
以
上
三
百
万
円
以
内

¡

「
北
の
生
活
文
化
振
興
事
業
」
及
び

「
生
涯
学
習
推
進
事
業
」

十
万
円
以
上
百
万
円
以
内

◯
申
し
込
み
締
め
切
り

十
月
十
六
日
（
月
）

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
／
根
室
支
庁

地
域
政
策
課
地
域
振
興
係
（
1
０
１
５

３
２
―
３
―
６
１
３
１
内
線
２
１
８
４
）

¡

地
域
政
策
補
助
金
、
北
の
生
活
文
化

振
興
事
業
に
つ
い
て

役
場
企
画
振
興
係
（
内
線
２
６
２
）

¡

生
涯
学
習
事
業
に
つ
い
て

別
海
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
係

（
内
線
４
１
５
）

行
政
相
談
委
員
は
、
あ
な
た
と

行
政
と
の
パ
イ
プ
役
で
す

十
月
十
六
日
〜
二
十
二
日
は
、「
行
政

相
談
週
間
」
で
す
。
こ
ん
な
相
談
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

◯
道
路
標
識
が
わ
か
り
に
く
い
。

◯
年
金
の
書
類
が
送
ら
れ
て
こ
な
い
。

◯
郵
便
が
と
ど
か
な
い
。

◯
Ｊ
Ｒ
と
バ
ス
の
接
続
が
悪
い
。

役
所
の
仕
事
や
説
明
に
納
得
が
で
き

な
い
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
、
こ
う
し
て

ほ
し
い
な
ど
の
苦
情
や
要
望
に
つ
い
て
、

行
政
相
談
委
員
が
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

お
気
軽
に
相
談
下
さ
い
。

当
町
の
行
政
相
談
委
員
は
、
佐
藤
ス

ミ
子
さ
ん
（
別
海
１
３
１
番
地
の
８
９
）

1
５
―
２
４
４
０

釧
路
行
政
監
察
分
室
で
も
、
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

「
行
政
苦
情
１
１
０
番
」

1
０
１
５
４
―
２
３
―
１
１
０
０

を
ご
利
用
下
さ
い
。

送
配
電
線
の

感
電
事
故
防
止
に
つ
い
て

送
配
電
線
と
の
接
近
・
接
触
に
よ
り
、

事
故
が
発
生
し
ま
す
と
、
感
電
死
傷
の

人
災
災
害
を
伴
う
こ
と
が
多
く
、
ま
た

地
域
一
帯
の
大
停
電
と
な
る
こ
と
か
ら
、

社
会
活
動
に
及
ぼ
す
影
響
は
莫
大
な
も

の
と
な
り
ま
す
。

送
配
電
線
付
近
で
作
業
を
実
施
さ
れ

る
場
合
に
は
、
ご
面
倒
で
も
事
前
連
絡

さ
れ
、
打
ち
合
わ
せ
の
う
え
作
業
を
進

め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
ほ
く
で
ん
中
標
津
電
力

所
　
　
　
　
　
　
（
1
２
―
３
３
３
９
）

十
月
は

「
労
働
保
険
適
用
促
進
月
間
」

労
働
保
険
が
昭
和
五
十
年
に
全
面
適

用
と
さ
れ
て
か
ら
、
農
林
水
産
業
の
一

部
を
除
き
労
働
者
を
雇
用
す
る
事
業
は

必
ず
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す
。誰

も
が
避
け
た
い
と
願
う
業
務
上
の

病
気
や
怪
我
、
さ
ら
に
失
業
は
い
つ
労

働
者
の
身
に
振
り
か
か
る
か
わ
か
り
ま

せ
ん
。
ま
だ
、
加
入
の
手
続
き
を
さ
れ

て
い
な
い
事
業
主
の
方
は
、
加
入
手
続

き
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、
労
働
者
が
安

心
し
て
働
け
る
職
場
と
し
て
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

¡

根
室
公
共
職
業
安
定
所

（
1
０
１
５
３
２
―
３
―
２
１
６
１
）

¡

釧
路
労
働
基
準
監
督
署

（
1
０
１
５
４
―
４
２
―
９
７
１
１
）

配電線送電線
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北
海
道
最
低
賃
金

道
内
で
事
業
を
営
む
使
用
者
及
び
そ

の
使
用
者
に
使
用
さ
れ
る
労
働
者
（
臨

時
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
等
を
含
む
）

に
適
用
さ
れ
る
北
海
道
最
低
賃
金
が
、

次
の
と
お
り
改
正
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

○
最
低
賃
金
額
／
日
額
　
五
千
六
十
円

時
間
額
　
六
百
三
十
三
円

○
効
力
発
生
年
月
日
／
平
成
十
二
年
十

月
一
日

北
海
道
労
働
局

労
働
基
準
監
督
署
（
支
署
）

別
海
高
校
創
立
五
十
周
年

同
窓
会
名
簿
作
成

北
海
道
別
海
高
等
学
校
同
窓
会
で
は
、

別
海
高
校
五
十
周
年
を
記
念
し
て
同
窓

会
名
簿
の
作
成
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

名
簿
の
作
成
は
「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
北
海
道
テ
レ

マ
ー
ト
（
株
）
釧
路
営
業
所
」
に
依
頼

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
願
い
ま

す
。な

お
、
同
窓
会
並
び
に
高
校
事
務
局

か
ら
、
直
接
電
話
・
は
が
き
等
に
よ
り
、

住
所
・
電
話
番
号
等
に
つ
い
て
問
い
合

わ
せ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

¡

同
窓
会
事
務
局
長
／
小
椋
忠
男

（
1
５
―
２
１
６
０
酪
農
工
場
）

¡

同
窓
会
高
校
事
務
局
／
佐
藤
一
昭

（
1
５
―
２
０
５
３
別
海
高
校
）

　根室支庁では、根室支庁管内の住民の方々に、福祉を身近�
なものにしていただくために、「福祉ふれあいフェスタ2000」�
を開催します。�

　◯日時／10月21日g　午後１時～４時10分�
　◯場所／標津町生涯学習センターあすぱる�

　当日は、北大附属病院の前沢教授の基調�
講演や介護保険に関するシンポジウム、高�
校生によるボランティア体験発表会、盲導�
犬歩行体験などを企画しています。�
入場は無料ですので、たくさんの方々�
のご来場をお待ちしております。�

　　　問い合わせ／根室支庁社会福祉課地域福祉係�
　　　　　　　　　　　　　　　（101532-4-5459）�

競技種目／ソフトボール、パークゴルフ�
　　　　　ゲートボール、ソフトバレーボール�
　　　　　軟式野球、駅伝競走�

競技種目／ソフトボール、パークゴルフ�
　　　　　ゲートボール、ソフトバレーボール�
　　　　　軟式野球、駅伝競走�

　ワインを傾けながら、ジャズの響きに酔ってみませんか。�
　今回素敵な演奏を聞かせてくれるのは、東京で活躍中のミュージシャン椎名豊さんのトリオです。�

　　◯日時／11月15日d　開演  午後７時　◯会場／中央公民館大ホール�
　　◯入場料／一般前売2,500円、中・高校生前売1,500円（父兄同伴）�
　　◯主催／別海ミュージックプロモーション�

　会場でワイン等のドリンクを販売します。お車でおこしの方は、乗り合わせ等を利用ください。�
　　　　　　　問い合わせ／伊藤健一（1５－３６２４）（ＦＡＸ５－０６５０）�
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おめでた・おくやみ�
（８月１日から８月31日届出分まで）�
　　　　　　　　お誕生おめでとう�
　　　　　　　　　　　 （保護者）�
　u竹谷　　澪ちゃん（女）尚　人（別　　　海）�
　u瀧口　ゆなちゃん（女）和　仁（本　別　海）�
　u小川　恵人ちゃん（男）浩　由（別　　　海）�
　u淀野ひかりちゃん（女）耕太郎（泉　　　川）�
　u小村　南月ちゃん（女）直　樹（別　　　海）�
　u稲村　愛梨ちゃん（女）和　典（別　　　海）�
　u佐藤　遥奈ちゃん（女）博　海（西春別駅前）�
　u押田　結子ちゃん（女）賢　二（別　　　海）�
　u松田　恵永ちゃん（男）勝　広（別　　　海）�
　u前嶋　　怜ちゃん（男）洋　希（上　春　別）�
　u芳賀　璃奈ちゃん（女）博　克（別　　　海）�
　u佐々木俊輔ちゃん（男）真　也（西春別駅前）�
　　　　　　　　ご結婚おめでとう�
　u楠瀬　常希・中野　由佳さん　（別　　　海）�
　u武井　秀樹・上村　敏枝さん　（尾　岱　沼）�
　u齋藤　　陽・永澤　理恵さん　（別　　　海）�
　u坂本　克範・奥山　優子さん　（別　　　海）�
　u外川　智基・谷川　美和さん　（別　　　海）�
　u佐土登志男・工藤　実希さん　（別　　　海）�
　u須藤　博一・北庄めぐみさん　（床　　　丹）�
　　　　　　　　お悔やみ申し上げます�
　s櫻井　康昭さん　（１９歳）　（別　　　海）�
　s外崎　文雄さん　（７８歳）　（本　別　海）�
　s熊谷　政雄さん　（５９歳）　（西　春　別）�
　s三宅シケヨさん　（８５歳）　（別　　　海）�
　s桐島タキヱさん　（７９歳）　（別　　　海）�
　s村岡　吉秋さん　（７９歳）　（西　春　別）�
　s斎須　亀吉さん　（８１歳）　（別　　　海）�
　s中村　金一さん　（７７歳）　（本　別　海）�
　s奥寺智惠子さん　（５７歳）　（別　　　海）�
　s米倉イサエさん　（７７歳）　（西春別駅前）�
　s井出　ミヤさん　（７８歳）　（上　春　別）�
　s小泉　　務さん　（４９歳）　（別　　　海）�
　s櫻井　勤二さん　（５６歳）　（泉　　　川）�
　s　藤　正幸さん　（６８歳）　（別　　　海）�
　s鈴木　たいさん　（６５歳）　（上　春　別）�
　s近藤　昭夫さん　（７０歳）　（中　西　別）�
　s熊谷美保子さん　（５１歳）　（西　春　別）�
　s福田　　　さん　（６５歳）　（別　　　海）�

郵
便
局
の
ミ
ニ
レ
タ
ー

臨
時
郵
便
局
の
開
設
に
つ
い
て

第
四
十
回
西
別
川
あ
き
味
ま
つ
り
が

十
月
九
日
（
月
）
に
本
別
海
、
別
海
漁

業
協
同
組
合
特
設
会
場
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
郵
便
局
で
は
当
日
臨
時
郵
便
局
を

開
設
し
、
鮭
ゆ
う
パ
ッ
ク
の
引
受
け
を

行
い
ま
す
。

○
日
時
／
十
月
九
日
（
月
）
午
前
十
時

か
ら

「
科
学
万
博
ポ
ス
ト
カ
プ
セ
ル

二
〇
〇
一
」
の
配
達
に
つ
い
て

昭
和
六
十
年
に
開
催
さ
れ
た
国
際
科

学
技
術
博
覧
会
を
記
念
し
て
差
し
出
さ

れ
た
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
郵
便
「
科
学
万

博
ポ
ス
ト
カ
プ
セ
ル
二
〇
〇
一
」（
約
三

二
六
万
通
）
を
、
い
よ
い
よ
二
十
一
世

紀
を
迎
え
る
来
年
、
一
月
一
日
に
配
達

い
た
し
ま
す
。
ポ
ス
ト
カ
プ
セ
ル
郵
便

物
を
一
通
で
も
多
く
お
届
け
す
る
た
め

に
、
受
取
人
の
住
所
又
は
居
所
に
変
更

が
あ
っ
た
場
合
、
お
申
出
い
た
だ
け
れ

ば
無
料
で
お
申
出
の
住
所
等
へ
お
届
け

す
る
お
取
扱
い
を
い
た
し
ま
す
。
詳
し

く
は
郵
便
局
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

「
道
民
福
祉
の
日
」

強
調
期
間
に
つ
い
て

平
成
十
年
度
、
道
民
一
人
ひ
と
り
が

地
域
福
祉
へ
の
理
解
を
深
め
、
地
域
の

福
祉
活
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る
機
運

を
高
め
る
た
め
に
、「
北
海
道
福
祉
の
ま

ち
づ
く
り
条
例
」
が
公
布
さ
れ
た
十
月

二
十
三
日
を
「
道
民
福
祉
の
日
」
と
し

て
制
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
趣
旨
が
広
く
道
民
に
広
が
り
、

福
祉
活
動
へ
の
参
加
や
関
係
者
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
を
図
る
た
め
、
各
市
町
村

や
関
係
団
体
と
北
海
道
が
必
要
な
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
各
種
の
啓
発
活
動
や

次
の
様
な
事
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

﹇
具
体
的
な
取
り
組
み
﹈

①
道
の
広
報
紙
、
新
聞
、
テ
レ
ビ
等
へ

の
掲
載

②
啓
発
用
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
・
配
布

③
「
道
民
福
祉
の
日
」
絵
画
と
ポ
ス
タ

ー
コ
ン
ク
ー
ル
の
実
施

④
「
北
海
道
地
域
福
祉
百
人
会
議
」
の

実
施

⑤
強
調
期
間
に
お
け
る
道
内
医
療
保
健

福
祉
関
連
事
業
の
協
賛

⑥
道
内
巡
回
パ
ネ
ル
展
の
実
施

問
い
合
わ
せ
／
根
室
支
庁
総
務
部
社
会

福
祉
課
（
1
０
１
５
３
２
―
３
―
６
１

３
１
内
線
２
２
８
４
）

「
勤
労
者
福
祉
資
金
」

融
資
を
ご
利
用
下
さ
い

北
海
道
で
は
、
中
小
企
業
に
お
勤
め

の
方
（
育
児
・
介
護
休
業
中
の
方
も
含

む
）
や
季
節
労
働
者
の
方
に
、
医
療
・

教
育
・
冠
婚
葬
祭
な
ど
の
「
生
活
資
金
」

や
住
宅
の
建
設
・
購
入
な
ど
の
「
住
宅

資
金
」
を
融
資
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
企
業
倒
産
な
ど
の
事
業
主
の

都
合
に
よ
り
離
職
し
た
方
に
も
、「
生
活

資
金
」
を
融
資
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

根
室
支
庁
商
工
労
働
観
光
課

（
1
０
１
５
３
２
―
３
―
６
１
３
１
）

かもめーる賞�

�

ふるさと�
小包賞�

�

�

切手シート賞�

下5けた�

下4けた�

下4けた�

下4けた�

下4けた�

下2けた�

下2けた�

下2けた�

33285�
0067�
0458�
2689�
6826�
23�
38�
94

賞品引換�
期間�

平成12年9月4日（月）から�
平成13年3月5日（月）まで�

か
も
め
〜
る
当
選
番
号�
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◆
日
一
日
と
夕
暮
れ
も
早
ま
り
、
野
山

の
樹
木
も
色
づ
き
は
じ
め
紅
葉
の
シ
ー

ズ
ン
を
迎
え
、
い
よ
い
よ
秋
本
番
で
す

ね
。「
秋
」
と
言
え
ば
ス
ポ
ー
ツ
・
読
書
・

食
欲
な
ど
色
々
あ
り
ま
す
が
、
今
年
は

日
本
中
が
、
シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
の
選
手
の
活
躍
を
期
待
し
な
が
ら
応

援
し
て
い
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
見
事

に
柔
道
や
女
子
マ
ラ
ソ
ン
等
で
金
メ
ダ

ル
を
取
り
ま
し
た
が
、
期
待
さ
れ
な
が

ら
、
惜
し
く
も
メ
ダ
ル
を
逃
し
た
選
手

に
も
、
あ
た
た
か
い
拍
手
を
送
っ
て
あ

げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
▽
今
年
の
産
業

祭
は
雨
の
中
開
催
さ
れ
無
事
終
わ
り
、

関
係
者
の
皆
さ
ん
は
大
変
ご
苦
労
様
で

し
た
。

（
Ｋ
）

◆
勝
っ
た
。
勝
っ
た
。
別
海
高
校
野
球

部
が
初
め
て
の
全
道
大
会
出
場
権
を
獲

得
し
た
。
言
葉
は
悪
い
が
、
釧
根
地
区

で
は
郡
部
の
野
球
レ
ベ
ル
は
そ
ん
な
に

高
く
な
く
、
や
は
り
釧
路
勢
が
強
い
イ

メ
ー
ジ
が
あ
る
。
し
か
し
別
海
高
校
は

や
っ
て
の
け
た
。
こ
こ
何
年
か
じ
わ
じ

わ
と
力
を
つ
け
て
き
た
。
何
が
変
わ
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。「
意
識
の
変
化
」
で
あ

ろ
う
。
小
学
生
の
試
合
で
勝
っ
た
り
負

け
た
り
し
て
涙
を
流
す
子
供
達
が
い
る
。

見
て
い
る
方
も
熱
く
な
り
、
気
分
も
乗

っ
て
く
る
。
一
所
懸
命
の
姿
と
い
う
も

の
は
大
人
も
子
供
も
関
係
な
く
、
美
し

い
。
以
前
編
集
後
記
で
書
い
た
が
、
野

球
部
に
も
、
私
に
も
甲
子
園
が
か
す
か

に
見
え
は
じ
め
て
い
る
。

（
た
く
）

国�民�年�金�Q & A

ス
ピ
ー

ド

ダ
ウ
ン

シ

ー

ト
ベル
ト

親がまず手本を示そう�
正しい横断�
別海町の交通事故発生状況�
発生37件、死者４名、傷者54名�

前年同期比   （＋10）　　　  （＋２）　    　（＋14）　　 　�

（平成12年１月１日～９月26日）�

「毎月15日は、道民交通安全の日です」�

Ｑ、先日まで民間企業に勤めるＯＬでしたが、会社
員との結婚を機に退職し、専業主婦になりました。
どのような手続きが必要ですか。
Ａ、第３号被保険者の種別変更届をしてください。
会社員の方と結婚し、その被扶養配偶者となった

場合は国民年金の第３号被保険者となりますので、
国民年金担当窓口で加入の手続きを行ってください。
手続きの際、第３号被保険者は配偶者である夫（妻）
が厚生年金保険や共済組合に加入していることが確
認されなければならないので、届出用紙にある夫
（妻）の勤務先事業主確認欄の証明を必ず受けるよ
うにしてください。
第３号被保険者になると、直接、国民年金の保険

料を納める必要はありません。これは第３号被保険
者の保険料はその配偶者が加入している厚生年金又
は共済組合において第３号被保険者の人数に応じ、
負担する仕組みとしているからです。しかし、加入
の届出を忘れると国民年金に加入したことにならず、
年金額が少なくなったり、年金を受け取れなくなっ
たりすることもあるので気をつけてください。
なお、あなたがこの先、アルバイトをしたり、自

営業を営むなどして一定以上の収入を得たりすると
夫の被扶養者として認められなくなります。そのと
きは第３号被保険者になれませんので、第１号被保
険者として届出の手続きをすることになり、自分で
保険料を納めることになります。

社会保険事務相談所開設日
○日時／11月21日c 13時～17時
○会場／中標津経済センター
問い合わせ／国民年金係（内線483）

☆国民年金保険料の納付は、
安心・便利・確実な口座振替・自動払込でY

寄
　
付

・
別
海
町

▽
鈴
木
善
一
朗
さ
ん
（
上
春
別
）
▽
念

法
真
教
教
団
（
大
阪
府
）
▽
十
河
一
郎

さ
ん
（
中
西
別
）

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
清
翠
園

▽
鈴
木
善
一
朗
さ
ん
（
上
春
別
）
▽
宮

西
喜
市
さ
ん
（
泉
川
）
▽
琴
悠
会
（
別

海
寿
町
）
▽
手
踊
り
愛
好
会
（
別
海
寿

町
）
▽
伊
藤
和
夫
さ
ん
（
豊
原
）
▽
幅

口
勝
良
さ
ん
（
別
海
）
▽
日
本
た
ば
こ

産
業
（
株
）
釧
路
営
業
所
（
釧
路
市
）

▽
中
西
別
連
合
会
（
中
西
別
本
町
）
▽

内
澤
清
春
（
東
京
都
）

・
社
会
福
祉
協
議
会

▽
浜
岡
フ
ミ
さ
ん
（
別
海
新
栄
町
）
▽

熊
谷
勝
子
さ
ん
（
西
春
別
宮
園
町
）
▽

斎
須
ツ
ヤ
さ
ん
（
別
海
新
栄
町
）
▽
小

泉
久
美
子
さ
ん
（
別
海
常
盤
町
）
▽
別

海
高
等
学
校
生
徒
会
一
同
（
別
海
緑
町
）

▽
井
出
良
子
さ
ん
（
上
春
別
）
▽
近
藤

芳
子
さ
ん
（
中
西
別
）
▽
八
木
の
ぶ
お

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
参
加
者
一

同
▽
星
募
さ
ん
（
西
春
別
）
▽
入
田
君

和
子
さ
ん
（
西
春
別
）
▽
加
藤
ヤ
ス
さ

ん
（
西
春
別
）
▽
米
倉
稔
さ
ん
（
愛
知

県
）
▽
戸
田
憲
悦
さ
ん
（
尾
岱
沼
港
町
）

▽
幅
口
勝
良
さ
ん
（
別
海
）
▽
秋
森
正

弘
さ
ん
（
別
海
旭
町
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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編集／別海町役場　総務部　総務課　統計広報係�
〒086-0205 北海道野付郡別海町別海常盤町280番地�
1（01537）5-2111　FAX 5-0371

○まちの人口／17,193人（＋7）　男／8,589人（＋8）・女／8,604人（－1）　○世帯／5,892世帯（＋9）　平成12年８月31日現在�

�

別海町ホームページ　http://www.aurens.or.jp/hp/betsukai/default.htm
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こ
の
広
報
紙
に
は
森
林
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
�

（　）は前月比�


